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従来わが国の建築物は気候風土ならびに国民性の関係から,外観実にはきわめて優秀なる世界的のものであ

っても,その設備の近代化についてほ,ようやく戦後米駐留軍などの影響を受けて,欧米一流諸国に伍するよ
うになってきた｡

したがってその建築設備内容の合理化適正化などは今後いよいよ改良発達充 をとげるものであって,わが

日立製作所においては原料を含めた電気機械の総合メーカーとして,この機会に多年の研究経験を生かし技術

の粋を総合結集して,建築設備の近代化合理化促進のお役にたちたいと念願するものである｡以下にその成果

の一端を

戦後十数年を経過し

の二亡

関係方面のご参考に供Lたい｡

建の

緒

国が

竜と内容とを有するまでに発展してきたことほ,誠に国力の

表徴とも見られ国艮の志気を大いに高揚するもので,その建築設備

の近代化の傾向を日立製作所の製品を通じて展望して見たいと思

)u

日立製作所においてほ世界的奴 における建築界の進展に即応で

きるよう,営業部門においてほ日立全製品中建築設備に使用される

ものの総合受注を行う専l~■[憎iを設け,需要者に直接緊密な連絡がで

きるようにし,躍進 上の生活様式の変化と経清力の発展による建

築設備の近代化に寄与する 業の一部を行ってきた｡

最近の建築物はたとえば事務所建築のビルディソグにおける例を

見ても,建築様式ほ外観的にはいわゆる装飾は簡素に内部設備に非

常なウエートを置き,その総合された機能の発揮を建築設計者とし

ては一番考慮に入れてこられたようである｡歳近続々完成するビル

ディソグの業界誌,新聞などの論評にもその傾向が現われている｡

なおここに見のがせない傾向の一つとして経清昇の儲展に伴って

建築物の一単位の大きさが拡大して行くことである｡これによれば

建築費†酎面の逓減,占有面積利用率の増大,使用

向上などいくたの利瓜ができるのi･ま当然である｡

へのサービスの

これを行うためにほ建築設計の調査,基本,央施の三段階のうちで

設備の総合盲汁画を専門合理化せねばならない.建築 射の調査報;l｢

によると設計事務所として能力の不慮しているものの順仁`仁2,3帝

に設備設計があげられていることほ注意すべきことである.

そのため識者間にはOpen System というような資本力のある

人組織を持った設備設計の生産会社を作って,これを個人の設計~_･ji

務所や建築二上が利用したら経費も節減でき,都~1古の~美化,建築の?_㌢

理化になるという声がある｡これは-▲つの考えカであるが,現実に

ほ日立 作所ではすでにこの行き方による営 窓しlを設け,総合設

備設計,施工のご‡_i三文をいただいており,しかもその受技量,した

がって 要が逐年増加しつつある傾向が明確にされてきている｡

従来日立製作所においては建築設衝に関する製品として据付工事

まで請負って完成するものにエレベータ,エスカレータおよび冷暖

房用機器などがあるが,このほか受変電機酪,衛生給排水用機器,

照明器具,電話交換器などにわたる主要電気機械設備のはとんど全

般にわたる製品を製作それぞれ需要に応じて単独売りでご採用を願

っていたものであるが,最近では上述の建築業界の傾向として総合
*
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合理化の要求も具体化され,いくたの実例をあげてきたのでその一

端をご参考に供したい｡

設 備 概 要

相鉄会館横浜高島屋,横浜駅西口

松田平田設計事務所の設計管理のもとに建物本体の施工者大林

組,電気機械設備日立製作所とが協力して昭和34年秋竣工総面積

20,800m2,地~F2階地上4階一部7階のものである｡

2.1昇降機設備

底流ギャレス乗用エレベータ,19人乗

交流2段速度店周エレベータ 24人,15人

透明形エスカレータ 1.2m幅

トレイエレベータ 286個/b

2.2 電 気 設 備

大別して受変電設備,動力設備,照明設備,弱

2台

2台

8台

1台

設備となるが,

特高20kVをもって受電,地2階監視室にほ監視盤を置き照明回路

の･一丁'那日動切換えおよび設備機械の--･郁遠方操作ならびに全設備の

転事故標ぶを行っている｡

2.3 空 調 設 備

地階機械室をのぞき全館冷暖房装置をもって空気調和を考慮して

ある｡ダクトはホール系統のほかは高速ダクト方

設備機器概要
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で施工してある｡
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売場,実演場などおのおの給排気

を行う排風機(絵｢†う力26kW)10台

2.5 衛 生 設 備

給排水,ガス,消火栓,し尿浄化槽,じん芥焼却炉各設備一一式を

施工,水沫は横浜市水一一本とし,1階以下は親メーター後直結給水

にし,2階以上は地下水槽に受水の上屋上貯水槽に揚水したものを

給水し,汚水ほ鞄2階に設備した浄化槽に受け,排水ポンプにて排
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旧する｡

設備概要

ポ ン プ(総出力108kW(145HP)

じん芥焼却炉(500kg/Day)

屋上貯水槽(容量15t)

地下貯水槽

汚水浄化槽

室内消火栓

13台

1基

2基

55t

2,600人用

43個

本工事完成後における世評ほ｢経費節減ができ,工事もやりよか

った｡しかし過去のしきたりを破るものとして危険惟を朴､りもって

いたことは事実だった｡しノかしアフターサービスの瓜工事の進行

度などを加味した結果あえて過去の習慣を破り,その責任の 巾に

よってみごと所期の日的を達した__L ということで説明ができる二._卜

記は百貨店建築であるが,事務所建 としてほ日本鉱 本祉,口立

鎌倉橋別館,九苫石油本社,合同酒精本社,新宿川漱ビルなどがあ

り,柄院としてはH~F建築中の東京目:､㌍病院,多臼的のものとして

川崎民衆駅ビルなどそれぞれ近代化された総合設備工事とこれがア

フターサービスー貿の実例を着々と作りつつある｡

3.おもなる設備機器のすう勢

ここに将来の 築設備も加味したおもなる設備機器のすう勢を述

ベれば次のとおりである｡

3,l昇 降 設 備

エレベータは群管理方式という数台のエレベータを鉦掛軸こ乗客

の繁閑に応じて最も有効に待ち時間をできるだけ少なくするものが

増加しつつある｡

エスカレータは百貨店では昇り降り二列のものがⅩ字形に交さし

たものが普通になり,エレベータのほうが従属的な形をとるような

ことになる｡また日立 作所としてほ全透明形なる欄干手すりl･｣1り

に透明強化ガラスをほめ,手すりの下t帥こはスリームラインの照明

を施したものに独特の構成 を発揮させてあり,このはか,1個の

動機で昇降2列のエスカレータを同時に運転する後列連動式のも

のは,建設費の逓減,据付場所の節約,動~力費の減少などをもって

今後とも広く 川されるもののようである｡

エスカレータほ30度の傾斜を有する移動階段であるが,わずかの

斜面を含む水平移動歩道が今後群衆を一定距離に 続運ぷ場所,た

とえば地下鉄停車場の出入ト†,地下道の連絡などに利Jl-ほれるのも

近いことを想定して,日二亙オートラインなるものの試作に成功して

いる｡

自動車駅市場の設備に油旺エレベータを完成させたことによって

建築物の地上階に占める巻上機械室などが不:掛こな/つてきた二

3.2 空気調和装置

冷房用機器だけの設置では完全に空気中の微粒丁,たとえばたほ

この煙などを除去することが困 であるため電気収塵揺を付加する

ような憤向である｡日立エアークリーナーがその役をはたしている｡

なお空気調和装置には各室ごとの適当な温度,湿度を自動制御でき

る装置が採用されるにいたった｡

3.3 照 明 設 備

直接,間接を問わず蛍光灯の使用が断然多くなってきたが,場所

によっては水銀灯が使用されるにいたった｡

近い将来にほェレクトロ･ルミネッセンスの応用あるいはまた外

部から強烈な光がはいるのを防ぐために現在使川しているシャツタ

を不要にするもの,たとえば太陽光線が当ると

用化されると,これを利用し外部照度の

色するガラスが実

化に応じて室内の蛍光灯

水銀灯などを点滅させることを自動的に行っで快適な条件を常に具

備 特 集 号 日立評論別冊第38号

僻するようになると思う｡現存天井照明で最も好評を受けているも

のは日立ルミパネルである｡

3･4 電 気 設 備

相当大きなビルにおいてほ受変電設備ほ高圧受電をするため,そ

の機器ほ斬新であるとともに権力小形化を要求され,また火災の心

配が少ないものが必要である｡したがって多少高価につくが油なし

変圧器や気中

の電気同路を一

断器などを一連のキユーピクルに格納し,各種設備

所で制御できる中央監視盤が要求されてきた｡

3･5 通 信 設 備

交接器の発達目ぎましく,

使川がすすめられ,また

えられている.っ

3.d そ の 他
三′し

示又

特に建物内の電話交換器もクロスバの

機紹には電子応用 品の採用が考

給排水,衛′【三ならびに消火設備憶ど不‖†欠なものが数多くあり,

電気l二部も衛生工溝も常によく 終を取りながら設計施行を行うこ

とが必要であるご 両者が相互に関係して行う配線配管工事のごとき

ほ建物の二工二期を左右する場合が少なくないので,これを総合的に請

負うことができれば,配線胤層の空間利用が非常に都合よく行われ

るのであるしぃ以_卜を取りまとめる工事は鵜匠が鵜群をあやつるよう

な手さばきを要するもので,最も深い経験と誠実な実行力を有する

現場技術者によって初めて完成される｡

建築用材料

l十立製作凧･ま自家製品の 村中時に研究を重来てきたものが多く

これらのうち建築用に応用されるものを二,三取り上げると

4.1 電 線 類

日_､ヒ電線株式会社の製占･占であって,建

通じて使用される 線の種

物の内外,地,上,地下を

は設備の高度化に伴って多様になり,

その耐久信頼性は特に重視されねばならない｡

4.2 配管継手類

日立 属株式会社の 品であって,~占▲く海外にまで知られた8印

淋手類を初め信頼度の高い各種の部品が′巨産されている｡

ん3 化学製品類

電気絶縁材料の永年の研究の成果から 用応 して生産された

ものに,メラミンプラスチック化粧板でヒッターライトの商品名の

もとに70数種類の_美しい色柄をもち,熱,水および嵐舶こ対する抵

抗力が慮く,機械的惟質もすぐれているために壁材料,調度品など

に利川されている.二,またサンプレートなるガラス繊維とポリエステ

ル樹脂を組合来せた強化プラスチックスほ逆光,耐水,耐薬品小煩こ

すく1れ,しかも美Lく軽くじょうぷで施｣二も簡単である製品で,採

光用として屋根材,壁材に利川されているゝ このほかにポリエチレ

ン製のパイナ析を隼腐Lこれほ低温に非常に強いので冷凍方面,屋

lパスケート場などに利用されてさ■iミ｢lされるにいたった｡

5.結

日立~製作所は本年創業50周年を迎えた電気機械総合の製造業着で

あるが,同時にまた上記重要 材も自家研究の成果として生産して

いるので,その技術をもって建築設備の組合開発にも今後いっそう

の研さんをいたし,誠実な施工をする工事部門の強化と頭初の指定

された性能を常時維持するためのアフターサービスの任務を拡充し

て優秀な成果を納めたい所存である｡工事部門ほ日立工事株式会社

が,サービス部門ほ日立ビルディソグサービス株式会社が担/当して

おり,日夜任務の完遂に努力を憤倒Lている｡

かねて建築設備関係の特集号の計画があったが,今回これが発刊

を見ることができたのでその概観を述べた次第である｡
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